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疾患名
前週と比較しておおむね

1：1.5～2の増減
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（注）過去５年間の同時期平均
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■コメント

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

■全数把握感染症報告状況

４ 新型コロナウイルス感染症（COVID-19）
定点当たり0.67人の報告があり、前週と比べてやや減少しました。引き続き、基本的な感染予防対策に取り組みま

しょう。

３ 百日咳
4件の報告があり、今年の累計は27件となりました。（次ページ参照）
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マイコプラズマ肺炎の流行状況

定
点
当
た
り
報
告
数

類型 疾患名 報告数 累計   備考

2 結核 1 88 80歳代・市外

3 腸管出血性大腸菌感染症 1 26 10歳未満・O157

4 レジオネラ症 1 20 60歳代

5 カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 1 7 80歳代

5 侵襲性肺炎球菌感染症 1 9 10歳未満

5 梅毒 2 142 30歳代、60歳代

5 百日咳 4 27 10歳未満・3人、30歳代・1人

２ インフルエンザ
定点当たり0.58人の報告があり、前週と比べて増加しました。

手洗い、咳エチケットなどの感染予防対策を心がけましょう。

１ マイコプラズマ肺炎
定点当たり9.17人の報告があり、増加傾向が続いています。

発熱や全身の倦怠感（だるさ）、頭痛、咳などの症状がみられ、
咳は熱が下がった後も長期にわたって（3～4週間）続くのが
特徴です。手洗いの励行、咳エチケットなどの感染予防対策
を心がけましょう。
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第40週 18 54 7 1 33 48 1 38 - 7 2 - - 5 - - 38 - -
報 第41週 21 27 12 5 56 54 3 44 2 5 1 - - 6 - - 34 - -
告 広島市 第42週 10 30 1 5 38 75 3 34 - 4 1 1 - 7 - - 46 - -
数 第43週 12 36 4 4 48 94 5 27 - 4 1 - - 3 - - 37 - 1

第44週 21 24 2 6 47 80 4 25 2 3 1 - - 6 - - 55 - -
第40週 0.50  1.50  0.30  0.04  1.43  2.09  0.04  1.65  - 0.30  0.09  - - 0.63  - - 6.33  - -

定 第41週 0.58  0.75  0.52  0.22  2.43  2.35  0.13  1.91  0.09  0.22  0.04  - - 0.75  - - 5.67  - -
点 広島市 第42週 0.28  0.83  0.04  0.22  1.65  3.26  0.13  1.48  - 0.17  0.04  0.04  - 0.88  - - 7.67  - -
当 第43週 0.33  1.00  0.17  0.17  2.09  4.09  0.22  1.17  - 0.17  0.04  - - 0.38  - - 6.17  - 0.17  
た 第44週 0.58  0.67  0.09  0.26  2.04  3.48  0.17  1.09  0.09  0.13  0.04  - - 0.75  - - 9.17  - -
り 第42週 0.73  1.86  0.25  0.19  1.70  2.30  0.14  9.37  0.33  0.24  0.26  0.04  0.01  0.38  0.01  0.04  2.04  0.01  -

第43週 0.87  1.69  0.24  0.22  1.94  2.66  0.20  8.06  0.33  0.27  0.25  0.03  0.01  0.49  0.03  0.04  2.49  0.01  -
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２０２４年第４４週（１０月２８日～１１月３日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じる
ことがあります。なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。
https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/infectious-disease/

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575 FAX(082)277-5666 E-Mail ei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

【参考】百日咳とは（国立感染症研究所） https://www.niid.go.jp/niid/ja/kansennohanashi/477-pertussis.html

百日咳の報告数は、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）の流行が始まった2020年以降、低い水

準が続いていました。今年の全国の報告数は、春から

増加傾向であり、本市では8月頃から報告が続いてい

ます。

百日咳は、7～10日程度の潜伏期間を経て、かぜ様

症状で始まり、次第に咳の回数が増えて程度も激しく

なります。短い咳が連続的に起こり、息を吸う時に笛

のような音が出る発作性の咳となり、しばしば嘔吐を

伴います。

成人の場合は、咳が長期にわたって持続しますが、

典型的な症状を示すことが少なく百日咳とわかりにく

いため、周囲に感染を広げてしまうことがあり、注意が

必要です。

肺炎や脳症などを合併することもあり、1歳以下の乳

児、特に生後6か月未満の乳児は重症化のリスクが高

く、注意が必要です。予防にはワクチン接種が有効で

す。定期接種対象者は早めに接種を受けましょう。

【参考】百日咳の発生動向について

広島市の百日咳の報告数（2019年第1週～2024第44週）

全国の百日咳の報告数（2019年第1週～2024第43週）


